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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、星からのフィードバック、
とくに原始星アウトフローの効果を考慮し
て星団形成過程の数値流体力学シミュレー
ションを行い、星団形成の理論モデルを構築
することである。星団形成の研究は以下の理
由から天文学の分野では非常に重要な研究
であり、早急に研究を推し進める必要がある
と考えられる。(1)これまでの星形成の研究
は太陽のような孤立した小質量星の形成過
程に集中して行われてきた。しかし、銀河系
内の星のほとんどは星団の中で誕生する。銀
河の進化に多大なる影響を及ぼす大質量星
が誕生するのも星団内部である。したがって、
宇宙の一般的な星形成過程を探る上で星団
形成過程の解明は必要不可欠である。(2)星
団形成の研究は、ＡＬＭＡなどの次世代大型
望遠鏡のターゲットの一つであるが、標準的
な理論モデルがまだ存在しない。ＡＬＭＡの
稼働が数年後に迫った今、星団形成の理論モ
デルを構築することが急務である。(3)原始
星アウトフローを考慮した星団形成の数値
シミュレーションは、世界的にも応募者の最
近の研究のみであり、本研究を推し進めるこ
とで世界の星団形成の理論研究をリードで
きる。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、3 次元磁気流体力学数値シミ
ュレーションにより、乱流状態にある磁気星
団形成クランプの進化を追跡している。星は
クランプ内で形成される高密度コア内で生
まれると予想されているが、その誕生過程で
双極方向に原始星アウトフローと呼ばれる
質量放出現象を伴う。アウトフローに伴い、

運動量、運動エネルギーがクランプ内に再注
入されるが、その過程を定量的に見積もるこ
とが本研究の大きな目的の一つである。これ
までの計算から、星団形成の数値シミュレー
ションから、原始星アウトフローや超音速乱
流が分子雲コアに衝突・圧縮して星形成が誘
発されるケースがしばしば見られた。このよ
うに星団形成領域では、孤立した分子雲コア
の場合と全く異なり、外的な影響下で星形成
が進むことも明らかとなった。その環境効果
を定量的に見積もり、形成される分子雲コア
の物理状態を明らかにすることができた。 
 今年度は特に、星団形成の計算結果を直接、
星形成領域の観測データと比較し、分子雲コ
ア形成のモデルの検証を行うことにまず取
り組む予定である。特に、今年度から稼働予
定の大望遠鏡ＡＬＭA を使って、シミュレー
ションと同程度の分解能の観測データを使
った比較を行いたい。さらに、現在、ガスの
状態方程式を等温と仮定しているが、ガスの
加熱や放射冷却過程の影響を定量的に調べ、
これらの要因が星団形成領域での分子雲コ
アの形成に及ぼす影響を調べる。 
 
３．現在までの達成度 
 当初の計画以上に進展している。 
 原始星アウトフローの役割について、数値
シミュレーションによる研究だけでなく、近
傍の星団形成領域の観測を実際に主導して
行い、観測データとシミュレーションデータ
の比較まで行うことができた。 
４．今後の研究の推進方策 
 数値シミュレーションと観測データとの
直接比較が益々重要になってくると予想さ
れ、観測・理論両面から星団形成過程を詳し
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く調べ、星団形成過程における星形成につい
て解明する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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